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大学生 に お け る杉花粉症 の 頻度並 び に 在学中の

有病率の 推移 に 関す る 7年間の 調査成績

1儿諫 早 病院ア W レ ギーク リニ ッ ク （前　大分 大 学 保 健 管 理 セ ン ター
内科）

　　　　　　　　　　　　中村　晋

　著者は花粉抗原 へ の感作 と発症 との 関連を調 べ る目的で 大学生 に おける杉花粉症 の 頻度調査 を実施 し

てきた．今回は 1988年以来 フ年間に得られた成績 を綜括報告する．

　新入生 に おける特異抗体保有率は 1988年に は27．4％で，1989〜1993年に は 32．0〜38．1％の 1evelを維

持 した．また有病率は 1988年には 12，0％，1989〜1993年に は15．5〜 17，4％の levelにあ っ た．しか し1994

年に はそれぞ れ 29．3％，14．7％ と低値 を示 し こ れ は前年の異常気象に よ る花粉飛散 の 減少 と関連 するも

の と考えられた．

　著者は さ ら に 在学中の 特異抗体保有率 と有病率の 推移 に つ い て も調査を行 っ た．1990年以前の 入学者

で は 4 年次の こ れ ら の 頻度は 明確な 上 昇が み ら れ た （抗体保 有率38．6〜43，0％ ， 有病率23，1〜24．9％）

が ，
1991年入 学者に お い て は花粉飛散の 減少と の 関運で 1994年に は有意の 低下がみられた．（抗体保有率

25．2％ ， 有病率13．6％）

　 こ れ らの 調査結果か ら花粉症 の 症状発現は花粉抗原 へ の曝露の多寡 と直結する こ とが結論 された．
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緒　 言 調査対象並び に方法

　 杉花粉症 は わ が 国特有 の 花粉症 で あ る が，最近著 し

い 患者増加 の ため生活環境汚染〜公害 の 立場 か ら社会

的 に も注目 さ れ て い る．した が っ て本症 へ の 対応を考

えるため抗原側 か ら杉花粉の 空中飛散調査が全国的 に

実施 さ れ ，
こ れ を 基 に 花粉カ レ ン ダーが作成さ れ，ま

た 前年 の 気象 （気温，湿度，目 照量 ）を参 照 し，そ の 年

の 調査結果 か ら花粉情報が出 さ れ て い る．

　 しか し抗体 を産 生 し ア レ ル ギ ー．
反応 の 場 とな る生体

側 か らの approach は 決 して ト分 と は い えず ， 有病率

の 調査 は・一
部地域 で 実施さ れ て い る に す ぎない ．そ こ

で 著者は 1988年以来毎年大分大学新入生 の定期検診に

際 し杉花粉 に 対 す る抗体保有率を 含め て 本症 に 関す る

頻度調査 を行 い
，

ま た 4 年次 に も同様 の 調査 を実施 し

そ れ ら の推移を検討し て き た
i〕2）．今回 は 1994年まで 7

年間に 得られ た 調査結果 を綜括報告し若干 の 考察 を加

え る，
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radio −aller9 〔）s ｛〕rberlt 　test

　杉花粉 に 対す る特異抗体保有率並び に杉花粉症有病

率の 調査対象は 1988年よ り1994年ま で 7年間 に 大分大

学 に 入学 し，初年度 の 定期検診 を受診 し調査 に協力 の

得られ た新入生総計 5979名（男子 3945名 ， 女子 2034名）

で こ れ ら を年度別 に Table　 l に 示す．さ ら に 1988年 よ

り1991年入学者 に 対 し て は 4 年次の定期検診時 に も同

様の 調査 を実施 し そ れ らの 推移を 検討 した の で そ の 調

査対象 と な っ た者 を括弧内に示 す．

　調査 は毎年 4〜 6 月 の 定期検診時期 に 実施 され，杉

花粉飛散季節 を若干外 れ 検診 日 に 症状を 認 め る者は 寧

ろ少な か っ た の で ， 全対象者 に 毎回同
一

問診票
D
を配

布 し，症状発現 の 状況 を設問 を通 じ て 具 体的に記 入 さ

せ
，

RAST （radio −allergosorbent 　test＞に よ り抗杉花

粉 IgE抗体を集検 的 に 測 定 し（毎 同専門 ラ ボ ラ ト リー

で あ る 酉 1「本特殊検査 セ ン タ ー
に よ る）， 症状 と抗体価

（RAST ス コ ア）か ら Table　 2 の 判定基準 （A 〜F α） 6

分類）を設定 し て 各学生 の そ の 年度 に お け る杉花粉 の

影響を評価 した ．こ こ で RAST ス コ ア 2 以 上 で抗体を

保有し て い て も症状が 認 め られ な い C 群 と，逆 に 杉花

粉症 と 思 わ れ る 症状は あ っ て も RAST ス コ ア 1 に 止
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厂
巳arSex198819891990 亅991

マ．−

　199：
「一 「一

Male634
（420＞

539
（391）

532
（334｝

516
（29D611

Female258
（20・D222（208）

285
（213）

309
（225｝

296

Tota】 892
（624）

761
（599）

817
（5哩7）

825
（51619

〔〕7

．．

　 　 Table 　l　 Subjects　or 　investigation

　　　　　　　　　　 （Average 〔，f　age ： 18．4 ｝
・
eそ⊥rs ）

　　　　　　　　　　　　　闊 1；il
　　　　　　　　　　　　　幽 ：lil
（ln　parentheses ： university 　studcn しs　who 　were 　also 　thc

sublects 　of 　investigatiun　iTl亡hc　year 　of 　f〔｝urth 　gradc ）

　 Table　2　 Classi「ication「rom 　a　 viewpohl し of

　　　　 symptorns 　and 　IgE．arlti｝〕〔，dy　titer

　 　 　 　 　 　 　G

A　：Sufferers　fron、 f
　 Iinosls　havi冂g 　 E
　 scnre 　higher　th

B ：Asthmatics　 w ［t

　 J昇pallesg　cedar 　

　 tlve 　 antlgenS

C ：No 　 symptoms 　

　 scure 　nlore 　tha

D ：RAST 　 sc（レre 　
　 pollinosig．
E ： No　symptoms ．　but　RAST 　sco1

’
e　 l

F ：Suspective 　 iロ synlptt ）mg 　 but　 RAST
　 SC 〔，re 　O

0 ：Nothing 　in　sympt 〔）ms 　 nor 　RAST 　No 　connectiun

　 score 　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 with 　p 匚）11inusis

CTDIgroup 　of　reservist 　in　pollinosis
E ＋ F ：group 　ef 　b〔〕rderline

ま っ て い る D 群 を 加 え た C → D 群 は 不 全型 で免疫応

答準備段階 に あ る と考 え られ，本症
“

予備軍
”

と し て

扱っ た ．な お本研究 の 主 目的 は 杉花粉 へ の 感作抗体保

有状況 の 調査 で あ っ た の で ， 有病者 に お け る家塵な ど

他抗原 に 対 す る抗体検索 は行 わ な か っ た，

結　果

1）抗杉花粉 IgE抗体保有率並 び に 有病率

　1988〜1994年各年度毎 の 抗体保有 率及 び有 病率を

Table 　3 に 示 す．こ の う ち 初年度 1988年度 の 抗体保有

率は27．4％，有病率は12，0％，不全型 で 予備軍 と さ れ

る もの は 14．7％ で あ っ た が ， 1989〜1993年度は抗体保

有率 32．G〜38．1％，有病率15．5〜17．4％，予備軍 16．｛｝〜

2〔1．D％ と1988年度 に 比 しそれぞれ比較的高 い leve1を

維持し た．こ れ に 対 し1994年度 は抗体保有率 29，3％，

有病率14．7％ ， 予備軍14．9％ と低 い 傾 向が み られ た．

2）出身地 （郷 里 〉に よ る 抗体保有率集計

　大分 県 の 杉 林 は他 県 に 比 し広域 で 19．6万 ha に 及

ぴ ）こ れ が玖珠 ・日田 地 区に 集中し全 山 こ れ杉 と い う

地域 も少 な くな い の で ，杉花粉 へ の 濃厚曝露 か ら抗体

保有率 が 上昇す る こ とも考 え られ る．新入 生 は 概 ね そ

の 年 の 3月 ま で は 郷里 す な わ ち 出身地 に 居住 し て い た

と思われ る の で ，県内 と県外 （九州 ・中国 ・四 国出身者

が 多い が 北海道 か ら沖縄 に 至 る 全 国各 地 が 含ま れ る〉

に 分 け て 抗体 保 有率 の 集 計を試 み た．そ の 結 果 は

Table　4 σ）ご と くで ，］988年，1990年入学者 で は有意

差はみ られ なか っ た が ，そ れ以 外 の 県内出身者 で高い

傾 向があ り，1991年 と1993年 の 入学者 で は推計学的に

有意で あ っ た．

3）杉花粉症有病者 に お ける症状 の 組合せ

　抗杉花粉 lgE抗体 を保有 し杉花粉症 の 臨床 症状 あ

る A 亠 B 群計 1037名 に つ き 症状 の 組 合 せ を集計 して

み る と Table　5 の ご と くで，重複例 を含 め れ ば鼻症状

は 794名（76．6％）， 眼症状 は 473名（tl5 ．6％）に 認め，喘

Table 　3　 Specific　lgE　antibody 　 carriers 　and 　sufferers 　from　Japanese　cedar 　pol］｛nosis

　　　　　 （ln　parentheses ： percentage　to　the　sublects 　of 　illvestigatiOn）

Year　 　　　　　 　　 198819891990 ⊥991　
ト
199219931994Tota1

Subjects　〔〕f　investigaLio11　　　　　　　89276 ユ 817825go79278505979

Number 　 of 　gpeciflc 　IgE　　　　　 2．142722742772903532491959
antibodv 　calTiers 　　　　　　　　　　　　（27 ．4〕　　　　　　「 （35．η （33，5） （33， 32．臼） （38、1） 伽 ，3） 〔3Z．8）

（RAST 　scQre 　 Z ≦ ） 　　．．．．． ．山、 一
Nu 【丁1bcr 　〔，f　po11il1匸炉sfs　　　　　　　　　　　　　IO7126127133M21611 ピ5921
Sufferers （antib 〔，dy　じ arrierS 　　　

I （12．0） （16，6） （15．5） （16． 15，7） （17．4〕 （14．71 〔」5．の
with 　symptoms ｝
　　．一 一 一ゴ「一一 一． 一 一r

　　　　　　 I
一．一

Cases　consldered 　to　be　　　　　　　　 13114515 〔［ 工32146 ］851271 旧 6
reservLst 丶vith 　p 〔〕lhnusis　　　　　　（14．7｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　一． i．一一

〔19，1） α8，4｝ （16，ω （16．】） 〔20．〔D
．

q4．9） （17．o）
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Tab ！c 　4　 Percentage　of 　specl 丘c　IgE　antibody 　carriers 　by　native 　place

Year 198819891990L99 ！ 199219931994ToLal

階 隅 副
’
To ℃aICarriers

％ 〔27．6）

5ユ4　
1

　 391

142　 1　 152

　　　　　　（38．9）

421

　144

（34．2）

391半

　158

（4〔〕，4）

448

　152

〔33．9）

　・151略

　188

（41．7）

’122

　138

（32，7）

3038

工〔｝74

（35．4）

紳b瀞 躑 寵
・

｛粥L
　　378

　　102

（27，0＞
1

3701211

（32 ．4）

39613

〔｝

（32．8）

434119

（27．4）

459

ユ38

（30．1）

476165

（34 ．7）

4281

ユ1

（25．9）

2941

　885

（30 ．工〉

Subjects　Qf 　investiga亀io11　　　　　　　　　892　　　　　761817825907 　 　 9278505979

’：High ¢ r　 with 　sig1ユi〔icunt　differcncesゆ く 0．〔〕5）

息症状 な ど下気道症 状 と の 関連 が 考 え られ る も の が

244名（23，5％）すなわ ち有病者の 1／4近 くを占めた。

4）在学中 の 抗体保有率並 び に 有病率 の 推移

　 1988〜1991年度入学者 に つ い て は ’t年次 に お ける抗

体保有率並 び に 有病率を も check し （した が っ て こ の

調査 は 1991〜1994年 に 実施 した ），在学 中の 推移を 調査

し た．そ の 結果 を Table 　6及 び Table 　7 に 示 す ．こ れ

に よ れ ば 入学時 の 抗杉花粉 lgE 抗体保 有率は 1988年

入 学 者 で は 28 ．2％，19．　89．〜ユ99〔1年 入 掌 者 で は

36、2〜38．2％ の leve1で あ っ た が ，
4 年次 に は 1988年

入学者 も1989〜1990年入 学者 の 38．6〜43．0％ の level

に 達 し て い る．こ れ に 対 し 199／年 入 学者に つ い て は 入

学時 に は抗体価 RAST ス コ ア 2以上 の もの （抗体保 有

者）が 516名中ユ80名 （34．9％）で 1989〜1990年入 学 者 と

同 levelに あ っ た に もか か わ ら ず ， 1994年 の 4 年次 に

は 抗体価が低下 し RAST ス コ ア 1 あ る い は そ れ以 ド

と な っ た も の が 66名 に 達 し， そ の 年の抗体保有者は 130

名 （25．2％）に 減少した．

　 また 入 学時 RAST ス コ ア 1 で あ っ た もの の 何％ が

Table 　5　 Colnbination　of 　syn ｝ptolns　in　1〔｝37　cases 　with

　　 Japanese　cedar 　pollinosis（Qf　Group　A 　and 　B）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （in　parelltheses ：percentage ）

Synlpt〔レms T 〔，ta】Cases

GrOup　BAs 〔mly 116

Ns　ごmlyCs

　 〔｝nlv

3711
］8

　 　 　 　 lAs ＋ Ns

（3rOup　A 　　　As − Cs

　 　 　 　 　 Ns 　 Cs

　 　 　 　 　 As ・Ns 　 l　Cs

　 　 　 　 　 T 〔｝tah ｝f　Gruup　A

　 　 　 　 　 　 SUTn　total

Especially（including〔＞ver ］ap ）

　　　　　牒iil：i謄

77

　 93

り4429211037

（王7．3）

244（23．5）
79．　4（76，ti｝
473（45 ，6）

As ： asthmatic 　 syrnp ω ms

Ns ：nasal 　 symptoms

Cs ：conjunCtival 　 sympt 〔mls

Table　6　 Transil／ion　of　the　percentage 　of 　spccific 　antibudy 　carriers 　while 　il／ college

Matriculatedvearr 1988 ユ989 1990 1991

Slll）jects　 of　Lllves亡igation624 599 547 516

When When
frcshmen4th 　grade1

も

臼
3
の

←

2 渥

　　　　　［2　　　　　．・凵罰一．》
　　　　　L1

三

ど

　　　　　　　
．』
251

176 − ・剛 、z〕
〔28，2〕　 L2   ［

231
〔38．6〕
11

　　　　　　　∫

1器．ガ 1235
〔43．〔1〕
1〔1

　　　　　　　　 13〔l
l8〔1 − ．．・・ L25．2〕
〔3’1．9〕　 ．δ6

Φ の
一

召
誓
．
＜

　　餌 ／　　
− 一・ 2 ≦ 22 −一ラ　　 2〔1

‡ 33 一 1〔尸 ・・1（1一 16紅 33　　
．・　　 5霞

8 o　　
−．・一・ 2 ≦

　　　　　　　　　（9〔1．9）
426 − 　　　57349 一

啣 ．3） 1
　15　　

〔 298 一
佛 ．ω
　2D

　　　　　　　　　（15．2）
303 − r 　　　u

E　 　 　 　 　 〔工3，4） （4．3） （6，7） 〔3．6）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊
　：｝i元ghcr “

厂hh　signMcant 　dLfferenCes　（p＜ 〔1．∩G5）

［
L　．1　：percenLage 　to　the　subjecls 　 of 　investigation

（　 〉： 1）ercentage 〔〕f　students 　who 　became　specific 　antibody 　carriers 　when 　fourth　grade 」

N 工工
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Table　7　 Transiti〔m 　Qf　th （｝ incidencc　of 　sufferers 　from 亅apanese 　cedar 　polEinosis　while 　in　college
．一．

　」

一了L「
　　Matriculated　vea　　　　　　　　　　　　　　“ r 198呂

1

　　　　　　　　】989 19
一

Subi 巳 c ［s　of 　illvestigati〔m 624 599 547

NVhen 　 　　 　　 When
　　　　1
　 　 　 　 卜戸

f「eshm
燮⊥一　．

　　　　　　　　　．
4th　g1

’
ade

　　　一 一一 1
・  」

50
　　眉
切 　習
E ＞，
εo
⊆ LC广謳二 　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Po 凵inosis　　　　　　　　　　　　−
sufferers

「p｛》11inosis
sufferersSympt

し獅ms

becalnelightened88

−一→
〔14．1」

14・ユ
〔23．ll

3

114・一
「19．〔1〕

143
：23、9〕

・1

1〔｝9 −一〉
〔19．9〕

＝
署 　1

：｝、广 　　　　．．一 ．一． ．
G° ＆

も o　　「尸
Resel’viSts 　 一 Poninosis　　　　　　　　　　　　．

凱 lfferers

94 − ．ナ 哩1零
〔43．5）

ll5　　 → 26半　　 1

（22．6＞
　　ユユ1　 −→
．

｝　 1 1 「

も
鼠
。，

の

瓠β
磊厂［
Q

　 　 　 　 　 　 　 1’ollinosis
Borderline 　　−
　 　 　 　 　 　 　 sし1fferers
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B11 、 ， ＿ f 、e ＿＿、 蝋 、鮫14 年 次 に ス コ ア

ﾈ ． L となり抗体を保 有 するに至って い る か （陽転率）を み

と，1988 年入学者では 90 ． 9％， 1989〜199 ｛〕年入学者で 3

D3〜40 ．〔 ｝％，1991 年 入
学 者で も33 名中 5 名

15 ． 2 ％ ）で ， いず れも入 学 時 抗体非 保 有 者 （

コ ア

j から
の陽転率に 比 し 有 意 に 高率であっ た． 　一

ヅ ∫ 有 病 率 についてみれ ば 抗 体 保 有 率 と 同 様の傾向

認められ，1988年入学 者 で は入学時14 ．1％， 1989〜199

N 入 学者で は 19 ．O〜19 ．9 ％のlevel であっ たが 4

次には1988年入学者 も 1989〜1990 年 入 学者の 23

9〜2・1 ． 9 ％の 1eve1 に増加して いる．これに対し 199

N 入 学 者では入学時 に 17 ． 8 ％と 1989 〜1990 年人

者と同level にありながら4年 次 には 13 ． 6 ％

減少 し ， 入学

有症で あった 92 名 中36 名で症 状軽減な い し 消

を み て い る ， 　しか し入 学時 抗体を保 有 し なが

無 症 状 であっ たC 群 ，ある い は 症 状 は
そ
れらし

く
て

抗体 価の 高 くな かった（RAST ス コ ア 1）D群すなわち“ 予

軍” か ら の 発 症は 1988 〜1990年入学者に比し 199

N 入学 者 で 低率 で はあ った が ， いずれも入 学 時b

der ！ ine ない

無

状で あ っ た も の からの 発 症 に 比 し 推計 学 的に も 有

ﾓ に 高 率 で あ っ
た． 考　 察

従来わが国では 花 粉 症 は 極め

少 ないとして 顧み ら れ なかったが ， 1960 年 荒

4 〕 ”
〕が東京都及 び 習志野

市の
空 中 花粉検索を行ってぶた

さ 花 粉症の 本 邦 第 工 例 を 報 告 ， 1964 年 堀口

斎藤6 ）によって ヒ］ 光杉並木周辺地 域 で杉 花 粉症 が 発

さ れるに至っ て研究 者 の 関 心 を喚 び， 現在50 余 種

うち職業 性 花 粉 症 21 種 ）が 知られてい る（宇佐

η ）． それら の 中 で 社 会的 に 最 も関心が 大き く ，

応 がの ぞ まれ ているのは 杉 花粉 症 で あ る．杉材 が

質の建材 と な るこ と か ら，戦時中から 戦後 に か け

植 林 が 奨励 さ れ槙 極 的に実行 さ れ たた め ，最近杉

開 花季節に は 大量 の 空 中 花粉飛 散 があ り ， そ の 実

に つ い ては既に多数 の 調 査報告 で明 ら か に された

　 し かし杉 花粉に曝 露され る牛 体側の影響 にっいて

疫 学 的 な い し 臨 床 的 検 討 はなお十分 とは いい難 く

一 般住 民の何％が 抗杉 花 粉 IgE 抗体 を 保有し，

％ が 杉 花粉症に罹患して いるか，即ち 有 病率の 調

は本 症 に 興 味 を 有 す
る研 究者の 周 辺 の 眼られ た 地

で 実 施さ れ て い る に すぎ ず，ま た 杉 花 粉 が直 接 作

する 鼻 粘膜 ， 結 膜 に お け る アレルギ ー症 状 は 当 然

しても ， そ れ 以 外の 臓 器 への作 用はさ ほど注［さ

ていない． そ こで 著 者 は こ れ ら の 点
について本 症 好 発 年 齢

考えられる 大学生 に つ いて定 期検診 に 際 し 調 査を 実 施

， 初年 度 1988 年

成績は既に本 誌に報 告した1 ）2 ］ が，その

も
1994

年 ま で 7 年 間 に 頁 り 調 査を 続 行し たの

今回 は そ れらの結 果 を 綜括した． 1＞抗 杉 花粉 Ig

R 体保
有
率並 び に 有 病 率 　 まず一般 住 民 に ついての こ れ まで の
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結果有病率 は大 田区7．32％，秋 川市 6．48％ で あ っ た と

し，井上
9 〕は都民の 抗体保有率が 2G〜3〔1歳代 で 32．0％

で あっ た が 4｛〕歳以上 で は 激減 した と い う．首都圏以外

の北関東で は石崎 ら （19．　89．）1°）が杉花粉症発 見地 で あ る

栃 木県 口光 ・今市地区住民 の 約 10％が 本症 に 罹患 し，

青壮年で高率 ， 50歳以 上 に な る と減少 す る と し ， 九嶋・

小泉ら
11 ｝12 ）も 同県 日光，小山 の 事業所検診 （19〜7〔〕歳）

で 日 光 で は抗体保有率29．3％， 有病率16．6％ ， 小 山で

は そ れ ぞ れ22，1％，9．8％ と 報 告 し て い る．中 澤 ら

（1　9．　9　2）　i3）は IO49名 （18〜99歳）の健康人に っ き抗杉花粉

IgE抗体保有率が 高い の は 10〜30歳 で，そ の 後直線的

に 低下 し60歳代 か ら急激 に減少 す る と し ， 東北地方 で

は 笹嶋 ら
14 ）が 秋 田県 山間部東 由利 町成 人 （20〜80歳）

2579名中抗体保有者は 20歳代 23．8％ ， 30歳代 26．3％ ，

40歳代以降 は 減少 し て 80歳代 は 3 ．1％ に す ぎな か っ た

とい う．

　九州大分県玖珠郡 は前記 の ご と く杉林 の 多 い 地域 で

あ るが ， 1986年著 者 らが現地
・一

般住民 の杉花粉症調査

を 実施 し た と こ ろ に よ る と大分市 な ど都市部 の 頻度 と

有意差 を見出 し得 なか っ た
1）が ，か か る 郡部過疎地帯

で は 住 民 の 大 部分 が 65歳以 上 の 高齢で あ っ た と い う 調

査対象 の 年齢構成 に その 理 由が 帰 せ られた．そ の こ と

を裹書 き す る ように ，同郡隣接 の 口 田市（周辺地域 は 広

大 な杉林 で 1旧 杉 の 産地 として 知 られ る が ， 市街地 に

は 多くの 若 い 世代 の 人が 集ま っ て い る）で 水 ［ ら
15 ）は

市街地 の
一
角某研究所 の 職員 （18〜64歳）に お け る 杉花

粉症 を 調査 し ， 抗体保有率が 1991年52．6％， 1992年

46．5％ ；有病率 が そ れ ぞ れ 29，9％，3〔｝．0％ で あ っ た と

し ， 国内他地域 に お け る諸家 の 成績よ り高い 値を報告

し て お り，調査対象の 年齢構成 に よ っ て 有病率が大 き

く変わ る こ とが示 さ れ る．

　
・
方最近杉花粉症の 低年齢化が 問題 に さ れ ，小泉

16 ）

は ］981年 口光市内 の 小学校児童822名 に 皮 膚テ ス トを

行い ，陽性者27．O％，か つ 有症の 者9，4％で あ っ た の に

対 し
， 過疎化 の 進 ん だ 1990年同校児童 216名 に 同様 の 調

査
1η を実施 し皮膚テ ス ト陽性者39，4％， か つ 有症 の 者

23．6％ と 明 らか な増加 が み られ 8 歳 以上 で 著 明 と し

た ．森 ら
Is ｝19 ｝も同 じ栃木県壬生町の 小 ・中・高校生2349

名 で 抗体保有率が 6 歳20％， 7 歳 40％，以後 17歳 ま で

40〜50％を推移 し ， 有病率 も 6歳9．9％， 8歳18．4％ ，

10歳 19．3％，15歳17．8％，17歳25．6％ と年齢 と共 に 増

加す る こ と を報告 して い る ．ま た 笹嶋 ら
2° 〉

は 1991年 前

記秋 田 県東由利町 と象潟町小 ・中学校児童生徒 の 抗杉

花粉 IgE抗体保有率を調査 し，小学校低学年5．6％，高

学年10．2％ ， 中学生 で は 12．7％と年長 に な る に した が

い 上昇傾向があ り，特 に 日本海沿岸部象潟町 の 10．2％

に対 し山間部東由利町 で 20．4％ と成人並 み の 高値 を不

し，地理的位置 に よる杉花粉飛散状況 の 差を反映す る

結果 を得て い る．さ ら に 榎本
21 ）は和歌 山県 の 小 中学校

牛 ］333名 ， 市町村 16歳以上 の 自然集団 1491名の抗杉花

粉 lgE 抗 体 を 調 べ RAST 陽 性 者 が 7 歳 2．7％，10歳

8．7％，15歳 14．0％，16〜19歳 17．7％ ， 20歳代 21．6％ ，

30歳代 14．6％，60歳以後 2．1％ で あ っ た と し，そ れ ぞ れ

の 地域で 差 はあ っ て も学齢 に達 した頃 か ら漸次抗体保

有率並 び に 有病率 の 増加傾向を認 め ， 20歳代 に peak

に 達 し， 高齢者 で は 低 トす る と い うの が 殆 ど一
致 した

成績 で あ る．

　著者 が 調 査 対象 と した 大学新入生 の 年代は平均年齢

18．4歳 で 小児 か ら成人 へ の移行期に相当し ， 本症罹患

率 の peak 直前 に 当る の で 杉花粉へ の 感作状態 を評 価

する に は最適 の 対象 と考 えられ る． 7年間に頁 る調査

結果 を綜合す れ ば Tab ！e　3 に 示 す通 り初 年度（工988

年 ）の 抗 体 保 有 率27 ．4％ ， 有 病 率12 ．0％に 比 べ

1989〜1993年は そ れ ぞ れ 32．0〜38．／％ ；15．5〜17，4％

と比 較的安定 し た levelを維持 し た．

　初年度 に こ れ らが低値 を示 した 理 由は 明 ら か で は な

い が ，こ の 年全国的 に は 花粉飛散 が 必ず し も少 な く は

なか っ た （佐橋ら
22
りと さ れ な が ら九州 で は少な か っ た

と岸川 ら
””・）

は 報告 し て お り，大分 県 で も こ の傾向 が

あ っ た か もしれ な い ．しか し NIIK 大分 か ら花粉情 報

の放映が 開始さ れ た の は 1990年 1 月 で あ り，それ以 前

の 花粉飛散 の 詳細 な data は な い ．ま た こ の 年は 小 泉

らの 1981年と 1990年の報告
15 〕L7 〕で も示 さ れ る よ う に 全

国的に 杉花粉 へ の 感作 が 進行中 で あ っ た 時期 に 当 る の

で 1司 じ理 由で増加 の 途 ヒに あ っ た と想像で き な くもな

い ．著者 の 調査 で も後述 す る よ うに こ の 1988年 入 学 者

の 抗体保有率並び に有病率の推移を み る と 199ユ年 （4

年次） に は 1989〜1990年入学者 と同 じ levelに 達 して

い る こ と か ら か か る考え方の 妥当性 も推測 され よ う．

　こ れ に 対 し 工994年度 の 抗体保有率 は 29．3％．有病率

は 14，7％ と1989〜1993年 に 比 し低 い 値 に止 ま っ た．こ

の 年は前年の低温多雨 の 異常気象 の 影響 で 全国的 に 杉

花粉飛散 が 少 な く
24〕
−26 〕

， 本症発 症者 ・受診 者が 少 な

か っ た
2 η と い わ れ て お り， 著者の 調査対 象学生 で も

“
症

状 な し
”
と回答 した case が 少な くな く，抗体価 も全般

的 に 低 い leve】に あ っ た ．同時 に本症不全 型 で
“
予備

軍
”

と考え ら れ る も の も例年16．｛）〜20．0％ で あっ た の

が 1994年 に は 14，9％ と低率傾 向が み られ た．こ れ ら の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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調査結果 を先に 挙 げた諸家 の 報 告 と照 合し て み る と

き，わ れ わ れ の 生 活 環 境 内 に お け る杉花粉 へ の 曝露 の

度合に よ り生体 の 感作並び に 発症 が 左右 さ れ る こ との

明確 な 実証 が 得 ら れ た と著者 は考え た い ．

2）出身地 （郷里）に よる 抗体保有率集計

　大分県，特 に 玖珠 ・口 田 地方は杉林の 多い 地域
’）で ，

杉花粉飛散季節に県内居住者 は県外居住 者 に 比 し 杉花

粉 へ の 曝露 の 機会が多 い と推測さ れ る．こ の 点が抗体

保有率に ど う影響す る か を み る た め に ，著者 は 入 学以

前 の 花粉飛散季節を過 した と思 わ れ る 出身地 に よ り新

入 生 を県内出身者 と 県外出身者 と に 分 け て 集計 し て み

た．そ の 結果 1988年 ， 1990年入学者 で は 差 をみ なか っ

た が ， そ れ 以外 県内出身者 で 抗体保有率の 高い 傾向が

あり，1991年と 1993年入学者で は推計学的に も有意 で ，

全 国的 に 杉花粉飛 散 の 少 な か っ た 1994年 に も こ の 傾向

は変 らなか っ た．以 ヒの 結果 は笹嶋ら
2ω が 秋田県 の 日

本海沿岸部象潟町 の 中学校 で 抗体保有率10．2％に 対 し

山聞部東 由利 町 で 20．4％ と報告し て い る の と 軌を
一

に

して ， 調査対 象者 の 居住地 の 地理的条件 に よ る花粉抗

原 へ の 曝露 の 差 が抗体保有率に 影響 す る こ と を示す も

の とい え よ う．

3）杉花粉症有病者に お け る症状 の 組合 せ

　花粉症発症 に 際 し，外界 に 露 出 し抗原 が直接作用 し

や す い の は鼻腔粘膜 と結膜 で ，
こ れ らの ア レ ル ギ

ー
症

状の発現頻度が高い の は当然 で あ る，　
一
方花粉の 大き

さ （杉花粉 の 直径30〜35μ 〉及び気道 の 解剖学的構造 を

反映し て花粉が 気管
一．一

気管支 に 到達 す る こ と は 比 較的

少な い た め，従来こ れ に よる 喘息症状 をみ る場合花粉

喘息 と呼びわ け る 考 え が あ っ た
28 ｝が ， 症例に よ っ て は

必 ず し も各症状問に
一

線 を画す る こ とが で きな い の

で，著者 は 喘息症状を呈 す る場合も花粉症 に 含 卸）る べ

き で あ る とか ね て 主張し て き た
29 ♪．今回 の 大分大学新

入生 の 杉花 粉症 調査 で 有症か つ 抗杉花粉 IgE抗体 を

保有す る A † B 群計 1037名 に つ き 症状 の 組 合せ を み

る と，重複例 を含め鼻症状を塁 す る もの 76．6％ ， 眼症

状を み る もの 45．6％ と高頻度 で あ る が，喘息症状 を有

し重複感 作 に よ り他抗原の 関与す る case を含 め 少 な

く と も杉花粉 の
．
ド気道 へ の 作 用 の 考え ら れ る 症 例が

23．5％ す な わ ち 1／4近 く を占め る．こ の こ と か ら喘息症

状を呈 す る 場合 も花粉症 に 含め，花粉症を既成診療科

で 症状 別 に 個別的 に 扱 うの で は な く，近 年大学 病 院

〜各地 中核的病院で 設 け ら れ る よ うに な っ た allergy

clinic で ， 将来 は 診療科
“
ア レ ル ギー

科
”
を速 や か に 実

現 し ， 原因抗原の診断か ら治療 に至 る
一

貫 した 考 え方

と course に則 っ て
一

元的 に 綜括的 に 鰐応 し診療 す る

の が 最 も合理 的 と考え る．

4）在学中の抗体保有率並 び に有病率 の 推移

　1）項 で 杉花粉症患者の 低年齢化が報告さ れ ， 3歳児

か ら抗体保有者 ， 有病者が 年長 に な る に した が い 増加

し，20〜30歳代 で peak に達す る こ と を述べ た ．し か し

調 査対象者 1 人 1 入 が 加齢 と 共 に 如何 に 抗体 を獲得

し，症状発現 に 至 る か に つ い て の経時的推移を追究 し

た 報告 は皆無 で ， 筆者
2｝は 1988年 入学 の 学生 に つ き 4

年次 に も同様 の 調査 を実施 し て この 点に関す る検討結

果 を先 に （1993）記載 した．そ の 後 1989〜 1991年入学 の

学生 に つ い て も更に調査を続行 した の で本稿で は そ れ

らの成績を綜括報告 した．それ に よれば Table　6 に 示

す ご と く入 学 時 に RAST ス コ ア 2 以 ヒの 抗杉花粉

IgE抗体保有率は 1988年入学者 で 28．2％ ，
19．　89−−19．　90

年人学者 で は 36．2〜38．2％ の 1evelで あ っ た が ， 4 年

次 に は 1988年 人 学 者 も1989 〜199 〔｝年 入 学 者 の

38 ，6〜43 ．0％ の level に 達 し て い る． こ れ は

1989〜1990年人学者 で は入学時既 に 抗体保有率 は
一

定

levelに 近 い と こ ろ ま で 到達 し て い て 4 年次 に も そ れ

程の増加 が み られず ， また1988年入学者 の よ うに 入学

時に 何ら か の 理 由で 低値を示す場合 も同 じ大学 に 在学

し 大分 で 学 生 生 活 を送 る 間 に 抗 体保有 率は 同 じ level

ま で 上 昇 し頭打ち に な る こ と を考え さ せ る 結果 で あ ろ

う．しか も入学時 RAST ス コ ア 1 で あ っ た もの か ら の

抗体保有者へ の
“

陽転
”

は入 学時抗体非保有者 （RAST

ス コ ア 0 ＞ か らの 陽転 に 比 し推計学的 に も有意 に 高率

で あ る こ と は RAST ス コ ア 1で あ る こ と が陽転 の 前

段階〜準備 状態 で あ る こ と の 明確な 証拠 と考 え ら れ

る．

　 1）項 で 1994年入学者 の 抗体保有率並 び に有病率が 前

年の 異常気象の 影響で 例年に な く低値 を示 した こ と を

述 べ た が，この 年工991年入学者の 4 年次調査が い か な

る結果で あ っ た か は 興 味 あ る と こ ろ で あ ろ う．実際

Table　6 に 示 した よ う に 入学時 RAST ス コ ア 2以 E

の 抗体保有者が 516名中180名 （34．9％〉で 19．　89〜1990年

入学者 と同 じ 1evelに あ っ た も の が 4年次に は抗体価

の 低 下 が み られ 抗体 保 有者 と い えな くな っ た もの

（RAST ス コ ア 1以 下）が 66名 ， 逆 に RAST ス コ ア 1

で あ っ た もの 33名 か ら の 陽転者 は 5 名 （15．2％） に す

ぎ ず，そ の 結果 1991年入学者 に お け る 抗体保有 者 は 差

引 きB  名 （25．2％）と減少 した ．こ の よ う な結果は佐

藤 ら
3 °）が 短 大生 160名 の 抗杉花粉 IgE 抗体価が杉花粉

の 大 鼠 に 飛散し た年に 上 昇 し ， 抗体保有率 も高くな る
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と した報告 を裏返 し した もの と み て よ か ろ う．

　
一

方杉花粉症有病率に つ い て も抗体保有率と 並行す

る成績 が 得 ら れ，1988年入学者 で 14．1％，1989〜1990

年入 学者で 19．〔〕〜19．9％ の levelで あ っ た が ，
4 年次

に は 1988 年 入 学 者 も 1989 〜1990 年 入 学 者 の

23，9〜24，9％ の leve1に 達 して い る．そ し て Table　 7

に み られ る よ うに 入学時
“
予備軍

”
と思 わ れ た もの か

らの 発症 が borderline及 び 無症 者 と さ れ る 者 か ら の

発症に 比 し有意に高い 結果で あ っ た．こ の 点小沢 ら
a・　1）

が 小学校児童 の 報告で も皮膚テ ス ト陽 「生者 の 37．3％ が

有症 で ， 残余の潜在性花粉症 （著者0）所謂
“
予備軍

”
）

か ら そ の 後発症 し て い くと 指摘 し て い る こ と と 相通 じ

る も の で あ る．

　 し か し199ユ年人学者の 有病率に つ い て み れ ば入学時

に は有病者が 516名中92名 （17 ，8％）で 1989〜1990年入

学者 と同 じ levelに あ っ た が ，1994年 4 年次に は そ の

中の 36名が 症状軽減な い し消失 し有病者 と い えな く

な っ て お り， 予備軍 96名か らの 発症 も11名 （11．5％）

に す ぎず，そ の 年 の 有病者 は 差引 き 70名 q3．6％） に

減少し ， この 面 で も抗原へ の 曝露の多寡が 患者発生 に

直結 す る 明確 な証拠 が 得 られ た と 解 した い ．

総括並 び に結論

　杉花粉症 に お け る杉花粉抗原 の 生体 へ の 影響 を み る

「1的 で 1988〜1994年の 7年間大分大学新入生 を対象 に

本症特異抗体保有率 と 有病率調査 を実施 し た ．そ の 結

果 1988年度 の 抗体保有率は 27．4％， 有病率は 12．0％で

あ っ た が，1989〜ユ993年度は抗体保有率32．0〜38．1％，

有病率15．5〜17．4％の leve！を維持 した ．こ れ に対 し

1994年度 は 前年 の 異常気象 の 影響 で それぞれ 29．3％，

14．7％ と低値 で あ っ た．さ ら に 1988〜1991年入 学者の

4 年次 の 抗体保有状況 と症状 の 有無 を調査 し在学中 に

お け る こ れ らの 推 移を検討 した．そ の 結 果 1988〜1990

年入学者 に つ い て は 抗体保有率並 び に 有病率の 明確な

上昇が確認 さ れたが ， 1991年入学者 に つ い て は1994年

（4 年次）に 花粉飛散 が 全国的 に 少な く受診者 も少な

か っ た こ と を反映 して ， こ れ らは 入学時 に 比 し有意 に

低値 を示 した ．

　以上 よ り大 学生 の 年代 に お け る杉花粉症 の 実態調査

か ら 患者 発 生 が peak に達 す る20〜3D歳代直前 の
・』

断

面 をみ る こ とが で き た が，同時に 抗原 へ の 曝露 の 多寡

が患者発生 に 直結す る証拠 をも捉 え得た と み た い ．
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SEVEN 　YEARS 　STUDY 　ON 　THE 　INCIDENCE 　OF　JAPANESE 　CEDAR
　 　 　 　 l）OLLINOSIS 　AMONG 　UNIVERSITY 　STUDENTS 　AND

　 　 　 　 　 　 　 　 ITS　TRANSITION 　WHILE 　IN　COLLEGE

　 　 　 　 　 SusUlnu　 Nakamura
／111erLo・ C伽 ic　of 　N 誌戸置ノー／s’alzaJ・’a　Hospitag

　　The 　author 　has　jnvestigatcd　the　illcidellce　of　Japanese　cedar 　pollinosis　among 　university 　students ，　for

the　purpose 　of　makirlg 　a　study 　of 　the　relation 　between　sensitizing 　to　pollen　antigell 　and 　manifestation 　of

sylnptoms ．　In　this　report 　are 　summerized 　the　 results 　 of 　seven ｝
・ears 　investigation　since 　1988．

　　 The　percentage 　of 　specif ｛c　antibody 　carrjers 　in　freshnlen　was 　27．4％ in　1988，　and 　has　kept 亡he　level

of 　32，0．38．1％ from　1989　tQ　1993 ．And 　the　incidellcc　of 　pollillo＄issufferers　in　freshmen　was 　l2．0％ in　l988，
and 　has　kept　the　level　 of　15，5．−17，・1％ fr（，m 　 1989　to　 1993．　 However 　in　1994　the｝

・reduced 　to　lower　levels

of 　29．3％ and ユ4．7％，　and 　this　was 　considered 　to　be　connected 　with 　the　decrease　of 　pollen　counts 　owing

to　the　abllormal 　weather 　conditions 　Qf 　preceding 　year，

　　 In　addition 　to　thls　the　author 　has　als 〔，　investigate〔1　the　transition　〔〕f　the　percenl．age 　of　specific

antibody 　 carriers 　and 　the　incidence　of 　po 】1in｛〕sis 　sufferers 　while 　in　college ．　Amollg　the　student ．s　who 　were

matriculated 　before　the　year　of　I990，　the　incidence　of　these　kinds　when 　fourth　grade 　increased　clearly

（antibody 　carriers 　38．6−43，0％，pollinosis　sufferers 　2：3．1．24．9％），　Hc）wever 　in　whom 　ITlatriculated 　i里11991 ，

they　reduced 　to　lower　levels　ill　1994　relatcd ω the　decrease　of 　pollen　counts （antibody 　carriers 　25．2％，

pollimsls　sufferers 　13．6％）．

　　 From 　 above −mentioned 　 results 　 of 　investigation，　 it　is　 concluded 　that　the　 revelatioll 　 of 　pollinosis

symptoms 　has　conllection 　directly　with 　the　degree　of　exposure 　t（＞ the　pollen　arltlgen ．
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